
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 

農村工学研究所 水利工学研究領域 水文水利担当 

多様な水田水利用を考慮した 

分布型水循環モデル 

｢作付時期・面積推定モデル｣や｢水田水利用モデル｣の特徴的要素を持つ分布型水循環モデルで
す。取水量，土壌水分量，実蒸発散量等の諸量が任意の時点・地点で推定でき，農地利用や水
田水利用の変化が流域水循環に与える影響を具体的に評価・予測できます。 

 全体モデルは、「蒸発散量推定モデル」，水田作付状況を推定する「作付時期・作付面積推定モ
デル」，水利用・水管理を評価する「水田水利用モデル」ならびに水循環部分を表現する「流出モ
デル」から構成されています（図２）。それをメコン河流域で適用・検証を行い，良好な再現結果を
得ました（例えば、図３）。 

 日々の降水量や水田水利用形態を入力することで，各年の水環境条件に応じた作付状況を推
定できます（図４）。農地水利用を天水田（３種類）と灌漑水田（６種類）に分類し，それぞれの特徴
を水田水利用モデルに組み込み，水田の雨水貯留効果も考慮しています。灌漑方式（図１），施
設に諸量を設定し，実取水量を水田必要水量，施設容量，取水可能量の比較から決定します。 

 農地水利用に関わる水田作付面積，取水量，土壌水分量等の諸量が任意の時点・地点で推定
できます。また，モデルはモンスーンアジアの全地域・流域にも適用可能です。さらに，開発した
モデルにより，各種人間活動（地球温暖化や農業活動の変化等）の流域水循環への影響が評価
・予測できます。 
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図１ モデル適用流域の概要と灌漑方式の分類 
    （メコン河下流域） 

図２ 分布型水循環モデルの任意メッシュ内の構造 
        （六角形が入力データ、平行四辺形が出力量、長方形が 

        サブモデ  ルを示しています。） 
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図４ 作付時期・作付面積推定モデルより概定した 

    水田作付面積率 
[各メッシュにおける［作付面積／水田面積］、%）の期別変化（メコ
ン河下流域、1999年（少雨年）と2000年（多雨年））] 

図３ 観測流量と流出モデルによる推定流量の比較 

    （図１の本川Pakse地点、1999～2003年） 

 


